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地
域
で
は
こ
れ
ま
で
、
「
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
主

に
高
齢
者
等
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て

住
民
か
ら
意
見
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
、
住

民
が
互
い
に
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

を
具
体
的
に
検
討
し
、
ま
ず
は
モ
デ

ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

新
旭
川
地
区
の
モ
デ
ル
町
内
会
で
は
、

独
自
の
支
援
体
制
を
構
築
し
、
同
じ

地
区
の
高
齢
者
宅
の
除
雪
作
業
の
お

手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
除
雪
以
外
の
サ
ー
ビ
ス

や
、
地
域
内
で
の
活
動
が
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く
よ
う
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

住民や団体が一緒に話し合い、地域の課題の解決や
特色を生かしたまちづくりに取り組んでいます。

かなもりまさのり

会長　金森正則さん
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住住
特特

住
民
が
支
え
合
え
る

地
域
を
目
指
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

地
域
の
魅
力
を
発
信

周
囲
の
困
り
ご
と
を
人
ご
と
と
せ
ず
、
居
場

所
づ
く
り
や
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実

現
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す

除雪作業のお手伝い

取組み内容について意見を出し合う住民たち

　

江
丹
別
は
、
冬
の
積
雪
が
2
m
以

上
と
な
る
一
方
で
、
夏
に
は
30
℃
ま

で
気
温
が
上
が
る
な
ど
、
季
節
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

明
治
の
開
拓
期
か
ら
第
三
世
代
へ
と

時
代
が
移
り
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が

進
む
中
で
も
、
若
者
た
ち
に
よ
る
新

た
な
活
力
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
江
丹
別
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
「
ぐ
る
っ
と
江
丹

別
魅
力
満
載
マ
ッ
プ
」

や
、
景
観
写
真
を
使
っ

た
6
種
類
の
絵
は
が
き

を
作
成
。
さ
ら
に
、
全

国
に
江
丹
別
を
発
信
し

よ
う
と
、「
江
丹
別
（
そ

ば
と
チ
ー
ズ
の
え
た
ん

べ
つ
）
」
と
題
し
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

宿泊研修などに利用できる
「江丹別　若者の郷」

江丹別
まちづくり
推進協議会

中央・新旭川
まちづくり
推進協議会

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
山
里
「
江
丹
別
」
を
目
指
し

て
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す

　　　　市の中心部に位置し、行政機
関の他、製紙・染物・醤油工場や酒蔵
など、ものづくりの拠点が集まってい
ます。北彩都あさひかわでは、将来を
見据えたまちづくりが進行しています。

15地域のまちづくり推進協議会最終回

地域の見どころなどを
紹介したパンフレット

http://etanbetsu.com/blog/
ホームページ

特色

　　　　市内で冬の寒さが最も厳しい
地域です。地場産品として知られてい
るそばの他、近年は生乳を原料にした
チーズが新たな地域ブランド品となり、
知名度も高まってきています。

特色

きたさいと

しょうゆ

さと
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